
四番丁コミュニティに関するアンケート結果

2025.12.3 四番丁地区コミュニティプラン アイデアミーティング 報告資料

（2025.10-11実施）



アンケートの概要
① 紙アンケート ＠コミセン

・来場者に記載してもらった

② Webアンケート ＠全戸配布 ③ 子どもアンケート

 ＠新番丁小３年生・よばんちょう通信に
QRコードをつけ配布

・小学校の授業において実施

四国新聞 R7.11.11記事
（一部切り出し）

・講座等で来場した
地区外の人も含まれる（計120人）

・回答者の傾向として、
ほとんどがシニア世代の女性
（70代を中心に60～80代）

・地区外の人も含まれる（内外半々）
（勤務地等と見込まれる）

・全体件数は少ない（回答10人）が、
若い世代（30～50代）が回答

シニア世代の意見 を把握 若い世代の意見 を把握 子どもたちの意見 を把握

・当日児童回答者数 94人



四番丁地区の暮らしに満足していますか？

・満足を５点、満足していないを１点として、５点満点評価に換算すると、平均点は ４．４２点。

・世代や居住場所に関わらず、高い評価。（地区内・子どもは９割以上、地区外も６割強が満足）

・生活拠点のある地区内居住者（子ども含む）のほうが、地区外居住者より地域の満足度が高い。



四番丁地区のどんなところが好きですか？

・「買い物などの日常生活が便利」、「公共施設が充実」、「にぎやか」、「イベントの多さ」が高く評価されている。

・相対的に見て、「日常利便」、「にぎやか」は地区シニアが、「イベント」、「公共施設」は地区外シニアが評価。

・「人通りが多くにぎやか」、「公園の多さ」、「自慢スポット」、「イベント」は若い世代が評価。

・子どもたちは、「日常生活が便利」、「イベントの多さ」、 「人通りが多くにぎやか」、「公園の多さ」を評価。



・「交通量が多く混雑」、「防災面が不安」の意見が多い。

・「近所付き合いのしづらさ」、「自然環境の少なさ」、「地域行事の少なさ」は地区居住のシニア世代が指摘。

・「交通量が多く混雑」は、若い世代と地区外居住のシニア世代が指摘。

・子どもたちは、「防災（地震等の災害時の不安）」、「交通量（自動車・自転車が多く事故が心配）」を指摘。

四番丁地区のどんなところが残念ですか？



地域でもっと取り組むべきと考えることは何か？

・「高齢者支援・居場所づくり」、「自主防災対策」、「住民のつながり強化」の意見が、世代に関わらず多い。

・「自主防災」、「つながり強化」は地区内シニアが、「高齢者支援・居場所づくり」は地区内外ともに支持。

・「健全育成」、「環境美化」、「子育て支援」、「情報発信」、「地域イベント」は若い世代が求めている。

・子どもたちは、「自主防災対策」、「地域イベント」を求めている。



紙回答の自由記述の内容



紙回答の自由記述の内容

１ 景観と緑の多さを評価

・景色がきれい。

・市民の方が利用できる施設が多く、緑が多い。

２ コミュニティセンターの評価

・コミュニティセンターの講座が良い。

・駐車場が少ない。近隣駐車場代が高い。

３ 高齢化と地域・世代間のつながりが課題

・高齢化になり、若者と高齢者との連携をいかにしていくかが課題。

４ 安全と教育環境の向上を要望

・安全と教育環境、維持＋up望む。



新番丁小３年生の自由記述の内容



新番丁小３年生の自由記述の内容

１ 地域の活性化、にぎやかさの向上がほしい

・私たちの地域は、もう少し、もっとにぎやかにすれば良いと思う。

・遊べる場所がほしい。

２ イベントの増加がほしい

・商店街以外でも、お祭り、イベントも、増やすと良いと思う。

３ 安全対策が重要

・事故や災害、犯罪を防ぐ対策をしてほしい。

４ 自然環境の充実を望む

・もっと自然豊かにしてほしい。

５ 多世代が楽しめる場所の提供が必要

・赤ちゃんからお年寄り、障がいのある人まで、安心して暮らせるまちというところが良い。
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